
今年の初め、馬場 2 名で雪の大石田を訪ねました。

薪ストーブの上に載せたダッチオー 

ブンで作った焼きりんごを頂きまし 

た。とろとろでおいし～い！⇒ 

雪に埋もれたコロボックル（右下）。 

除雪中の海藤さん（左下） 

       2011 年 3 月 4 日 

                  でくの坊 泊  
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ツアー＆第３回総会  
2011 年 7 月 1・2 日  総会で昨年度の活動・

会計報告と、今年度の計画を確認しました。 

駒込小学校は 4 月から廃校になったそうです。

星川さんが農業委員に就任されました。田中さ

んも忙しそうです。皆で近況報告しました。 

冬の大石田 

石釜はティユールの樹の下に  加藤千惠子 

去る旧暦水無月一日、二年振りに大石田を訪ねた。本間さんと新幹線で到着すると長雨上がりのすがすがしい空気。

思わず深呼吸。駅の海藤さんの笑顔にホッとする。馬場さんご夫妻と温泉でくつろいだ後、空の色が暮れなずむまで

テラスにて総会の準備。海藤さんはじめ土田さん田中さんピーフルさん星川さんが三々五々見える。議題は満場一致

で可決、話題は大震災、原発の現状。復旧はおろか福島原発の爆発の懸念がぬぐいされない報道ばかりで不気味な昨

今、福島田村市で農業の友は畑で携帯線量計が、けたたましく鳴るや車に避難する。恐ろしい毎日だが移住は考えな

いと強く語る。真実を知りたいが選択肢を持たない多くの被災者を想い頭を垂れる。各氏の被災地ボランティアの体

験談は重い。 

 食事の BBQ は海藤さん奥様の新鮮食材、お結びの山、炭の燃える色、浦霞は辛口等それぞれが嬉しくて美味。田圃

の真っ暗闇の蛍や満点の星の郷愁に大感激をする。     

翌日男性群の石釜準備の間、ピーフルさん御指南で傍らのティユールの大木に彼自ら命がけで登り梢に揺れる淡い

花房を摘みハーブティを味わう。ピザも焼き上がり、あちち！と指を舐めなめテラスはにぎやか。焼き立てピザは格

別美味しい。   

帰路本間さんと陸羽西線にて最上川を日本海まで走る旅は至福の交流会の締めくくりとなった。帰宅して暫くは、

かたじけなさや有難さに心が温かくいつまでも旅の余情でお会いした方の顔を思い出していた。 

 

吹き抜ける風も漂う空気も、一層爽やか  本間 恵 

出発の朝、海藤さんに到着時刻を連絡すると「こっちはすごい大雨だよ」と。幸い大石田に降り立った午後には、

すっかり雨も上がりいい天気に。同じ列車で着いた加藤さんと二人、海藤さんに出迎えていただき、コロボックルに

向かう途中で見た最上川は、驚くほど水位が上がり、水も濁り、相当な豪雨だったことが分かりました。 

雨上がりのせいか、吹き抜ける風も漂う空気も、一層爽やかで涼しく、東京の肌に貼りつくような不快な蒸し暑さ

は嘘のようでした。合流した馬場夫妻と共に、贅沢にもまだ陽が高いうちに温泉にゆっくり浸かり、ここ数ヶ月間の

慌ただしかった日々の疲れを落とし、ゆったりした気分を味わいました。 

 ベランダでのバーべキューは、何といっても塩だけでいただく豚肉がサイコーで、美味しさも格別でした。田中さ

ん、ブルーノさん、星川さん、皆さんお疲れのところをいらしていただき、有難うございました。3・11 以降に被災地

に入りボランティアをされた皆さんのお話し、原発問題、産地と生協の関係性の変容等々、話は尽きない夜でした。

そうそう、食事の合間にコロボックル裏手の田んぼで見たホタルの青い光と、満天の星空も忘れられない体験でした

（孫に見せたい！）。 

 翌日はいよいよ石窯でピザづくり。実はこれを楽しみにしていたのです。窯作りには全く貢献せずに食べるだけで

気が引けますが、スペシャルピザはさすがの味でした。早朝から窯に火を入れて準備してくださった海藤さん、材料

を準備していただいた晃子さん、有難うございました。 

 ハプニングもありました。石窯近くに、薄いクリーム色の小花が咲く、天を突くかのように高く伸びた樹木があり

ます。ブルーノさんの言によると、彼が子供の頃花を湯に入れて飲んだことがある、フランスで「ティオール」（＊）

と呼ぶハーブの木にそっくりだとか。それにしても高すぎて採れないでしょと思いきや、トラックの荷台を斜めに上

げてこれに脚立を立てかけ、ひやひやしながら脚立を押さえる私たちを尻目に、ブルーノさんが採集。日本名も効能

も分からないまま、沸騰した湯に入れちょっと蒸らして、ピザのお供に飲みましたよ！ほんのり甘い香りがして飲み

やすかったし、身体が痺れることも、お腹が痛くなることもなく無事でした。 

（＊）その時は日本名で何と言う名前の木がわからなかったのですが後日、ティユール＝菩提樹(Tilleul)だと判明。 

 

 

ブルーノ ピーフルさ
んの作陶展 が 6 月末、銀座の

ギャラリー江で開催されました。入口

に、東日本大震災後にブルーノさんが描

いたメッセージが置かれていました。 

7 月大石田。ブルーノさんが見上げるほ

どの高さまで登って採った菩提樹の花

(下)をハーブティー(右)にして飲みまし

た。(右ページの報告参照） 

 

海藤夫妻と猫ちゃん 


